
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

4月 21日（土）、昨年に続き、あすなろの

家「参観会」が開催されました。 

お天気にも恵まれ、地域の方をはじめ多く

の方が来られました。地域交流室では、特養家

族会総会、ボランティア交流会、特養オムツゼ

ロ報告会が行われ、ピロティでは協力業者の

出店をはじめ職員のたこ焼きが。他にもデイ

サービス、特養、ケアハウスで多様な催しもの

が行われました。 

子ども同士であすなろの家の坂を上がって

くる姿を目にし、子どもたちにも認知されて

いることもうれしく思いました。 

 

あすなろの家 
30年度は新たなステージへ 

〜私たちが作る本物〜 

本物のケア・技術：お年寄りの力を引き出

すケアで、自立支援介護を活かしていく 

本物の接遇力：丁寧な対応で、高齢者の生活

を支え、笑顔をつくりだす 

地域と繋がる：社会福祉法人の役割は、地域

における福祉を発展させていくこと、まず

は、あすなろの家が考えていることをもっ

と地域に伝えていく 

これは、あすなろの家が進んでいこうとし

ている方向性であり、これを実際動かしてい

くのは職員である。 

ご利用者と実際に関わっている職員、調理

を行っている職員、来客者の対応をする職員、

掃除等を行う職員。 

それぞれ担当は違うが、そこで働く職員が、

あすなろの家がやりたいことをきちんと理解

し、そのために何をしていくのか、何をしてい

きたいのかをじっくり考えて行動していく。

私たちが思い描く、あ

すなろの家を作って

いく、動かしていく。 

今年度は、今まで積

み上げてきたものに「私

たちが」を加えていき

ます。

福祉情報を発信します 

風の子保育園・あすなろの家・ともの家 
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―老人ホームを 
もっと身近な場所に！― 

 
ピロティに

集まられた地
元の方々 



                  

一番楽しかったことは、 
大型遊具 です！ 
コマ… 縄跳び… です 

大きくなったら、 
サッカー選手 

 

  になりたいです！ 
 

風の子保育園 
 卒 園 式 

 

―初めて卒園式に参加してー 

子どもたちの歌声の力強さ、 
のびやかさにびっくり！ 

法人理事 苅和弘美 

3 月 27 日、塩田川の桜

が満開のなか行われた、風

の子保育園の卒園式に参

列させていただきました。 

式は卒園児の歌で始ま

りました。その歌声の力強

さのびやかさにまずびっくりしました。 

園長先生から証書を受け取り将来の夢を緊

張しながら発表したり、太鼓やスイミーの劇

を元気いっぱい発表する姿に、園での生活が

充実していたことが想像できました。保護者

の方もお子さんの成長をかみしめる日になっ

たことでしょう。 

晴れやかな節目の日に立ち会えて、私も幸

せな気持ちになりま

した。風の子保育園で

培われた力で、小学校

でものびのびとその

子らしく成長してい

ってほしいと思いま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➪小学校

風の子保育園４０周年記念事業 
□記念行事として、卒園生・職 

員による「風の子まつり太鼓」 

□職員による劇 □祝い太鼓 

□卒園生集い □記念誌の紹介 

日時 平成 30 年 8月 11 日 18 時〜 

場所 風の子保育園 

※当日は 500円セット（手作り焼きそ

ば・フランクフルト・風の子クッキー・

お茶）を用意しています。 

40周年記念誌（「どろんこ」）は記念品

とさせていただきます。 

平成30年度事業計画 

今年平成３０年度は、開設 40周年記念

事業として、上枠イベントと、過去 10年

間を振り返りまとめる記念誌の発行に取

り組みます。 

23 人の職員で 104 名の子どもを保育

しますが、園長・主任体制での主任・リー

ダー・クラス主任の役割を明確にしてい

きます。 

他に、指定研修、全国保育団体合同研究

集会、地域事業として保育体験・一時預か

りにも取り組みます。 

…保育士さん 
……ケーキ屋さん 

https://www.google.co.uk/imgres?imgurl=https://illpop.com/img_illust/season/aug02_m28.png&imgrefurl=https://illpop.com/png_season/aug02_a28.htm&docid=4lxD0tJT0MqiFM&tbnid=TPUE8fzyAgS38M:&vet=10ahUKEwjP8ZWd5ofbAhVDFZQKHRDeDBQQMwidAShgMGA..i&w=317&h=580&bih=777&biw=1486&q=%E5%A4%AA%E9%BC%93%E3%82%A4%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%88%E7%84%A1%E6%96%99&ved=0ahUKEwjP8ZWd5ofbAhVDFZQKHRDeDBQQMwidAShgMGA&iact=mrc&uact=8


ともの家･支える会会長 桑原さん… 静岡新聞に大きく掲載 

「親離れ･子離れが生きる力を引き出す」ことも 
法人の「地域福祉懇談会」で、保護者

の高齢化：「老障介護」の不安を訴えた

桑原さん。その一つの答えを、自ら静

岡新聞に打ち明け、大きくとり上げら

れたので紹介します。 

母を亡くして……でも 

娘さんは２年前にお母さんを失

い、生活環境が変わりました。「今

までは『お母さんに相談しなきゃ』

が口癖だった娘が、自分で物事を

選択するようになった。買い物を

するうちに大まかな金銭感覚が身

についてきた」と、娘さんの生活

力が表れてきたと感じられ、「親は『自分がい

なければこの子は生きられない』と思い込み

がちだが、親離れ・子離れが本人の生きる力を

引き出すのでは」という問いかけをされてい

ます。 

「親離れ」したがっていることも…… 

ともの家施設長・滝戸さんも、仲間たちは親

が大好きだけど、親離れもしたいと思ってい

ることに気づいてほしい。早めに信頼できる

他人を見つけて委ねることで、親自身も自分

の人生を生きられるはず」と紙上で語ってい

ます。 

 それぞれ異なる生活環境で障がいを抱え、

悩みもそれぞれだと思いますが、仲間が本人

らしく生活できる環境が整うことで、その親

御さんも安心できるのではないでしょうか。 

 

ともの家 30 年度事業計画は 

ともが法定施設に移行してまる１０年。職

員も半数が制度移行後に入職。その中で、「仲

間たちの声なき声を聴き、多様な支援を創意

工夫する」柔軟な運営や専門性を維持する努

力を続けます。 

就労継続 B 型事業は、仲間たちの働く場と

して、継続的に経営できるお店づくりに努め

ます。 

生活介護事業は、人数も多く、年齢も様々な

中で、働き方や内容に変化が求められていま

す。一人ひとりの仲間の要求を聞き、実践でき

る職員の資質の向上と環境整備を柱とします。 

グループホームは、仲間やその家族の状況

に合わせて体制と組み替えてきました。今後

も、その都度対応できるよう、体制を整えてい

きます。 

仲間の高齢化と親亡き後の仲間のくらし 

親亡き後の暮らしの場は、グループホーム

という形で運営していますが、将来的には、高

齢を迎えた仲間たちが平日の日中もホームで

過ごすことができる体制を整えます。 

さらに、親の高齢化で懸念されるのは、成年

後見人をどのタイミングでつけるかです。自

己判断が難しい仲間たちが親亡き後、不利益

を被ることがないように保護者に積極的に働

きかけます。 

4/30 付静岡新聞夕刊 



社会保障制度改悪を許すな 
理事長 杉井則夫 

｢2025 年問題｣の次は｢2040 年問題｣か？ 

「2025 年問題」がいわれてしばらくたちま

す（2025 年に団塊の世代がすべて 75 歳以上

になる）。今、それにプラスして｢2040 年問題｣

いわれています（65 歳以上の高齢者率が

36.1％、労働力人口が 2011年度から見て 1200

万人減って 5400 万人に減少する社会）。 

こうした見通しの中で社会福祉はこれから

どうなるのか、どうあるべきなのか考えてみ

ます。 

発想が逆の「自助→共助→公助」 

自己責任を強調！ 

社会保障制度は、憲法 25 条で保証された国

民の生存権を国の国民に対する義務として法

制化したものです。しかし現在政府が進めよ

うとしているのは、社会保障に対する国の責

任を投げ捨て、社会保障給付を抑制し、自己責

任と自助、共助を強調することです。 

医療、介護保険、生活保護制度など社会保障

の根幹をなす部分で、国民負担が歯止めなく

増大しようとしています。部分的には「全世代

型社会保障改革」と称して保育、教育等に一定

の給付を行い、福祉が向上しているかの如く

装っています。これは世代間対立をあおるだ

けでなく内容的にも様々な問題点を含んでい

ます。 

政府は盛んに「自助、共助、公助」といって

いますが、発想は全く逆でまず公助が無けれ

ばなりません。 

今推し進められようとしているのは 

１）社会保障給付の抑制と利用者負担の増大 

２）社会保障の市場化と営利目的化 

３）社会保障に対する国の責任の放棄です。 

具体的な中身はたくさんありすぎて書きき

れませんが、安倍政権の 5 年間で社会保障負

担増と給付減で 6 兆 5 千億円と試算されてい

ます。 

社会保障の財源・・・？ 

社会保障の話になると財源問題が必ず持ち

出されます。消費税１０％になったとき増税

の 2％分は全額社会保障費に回ると宣伝して

います。これは裏返すと、社会保障費を増やし

たければ消費税を上げろということになりま

す。 

このまま社会保障費を消費税でまかなおう

とすると、消費税は２０％、３０％とならざる

を得ません。 

税の「所得再配分機能」はどこへ？ 

ここで税の本質的性格が問われます。税は

所得再配分機能により、高額所得者が多く負

担し、低所得者は税を免除もしくは低い税率

にすることが本来です。 

安倍政権は全く逆で、税の不公平感を解消

すると称して、企業や高額所得者の税率を大

きく引き下げ、消費税という逆進性の税を増

やすという真逆の経済政策をとっています。

これが安倍首相のいう機動的な財政政策とい

うことにほかなりません。 

これらをしっかり踏まえたうえで不足分が

出たらどうするかという議論にしないと、財

源が足りないから社会保障も切り捨てるとい

う、国の義務を放棄することになります。 

あすなろ福祉会のホームページの役員のつ

ぶやき欄でもう少し詳しく述べたいと思いま

す。近日中にupしますのでご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

評議員 栗田知明さんご逝去 

昨年からの新体制で評議員に就任いた

だいた栗田知明さんが、去る 3 月 3 日に

ご逝去されました。あすなろ福祉会の創

設にご尽力いただき、それ以来役員とし

てご支援いただいてきました。 

謹んでご冥福をお祈り申し上げます。 

 

 


